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◆
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
大
規
模
林
道

北
海
道
の
開
発
を
め
ぐ
る
自
然
保
護

の
問
題
は
、
近
年

全
国
的
な
論
議
に
な

っ
て
い
る
も
の
が
多

い
。
そ
の
例
を

思
い
つ
く
ま
ま
に
あ
げ
て
も
、
大
雪
縦
貫
道
路
問
題
、
日

高
中
央
横
断
道
路
問
題
、
知
床
国
有
林
伐
採
問
題
、
士
幌

高
原
道
路
問
題
、
千
歳
川
放
水
路
問
題
な
ど
次
々
と
出
て

く
る
。
そ
れ
は
ど
の
問
題
を
み
て
も
、

こ
と
北
海
道
で
済

ま
な
い
課
題
を
た
く
さ
ん
抱
え
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

例
え
ば
こ
れ
ら
の
開
発
対
象
の
多
く
が
、
い
ま
や
国
民

的
遺
産
と
も
い
う
べ
き
原
生
的
自
然
で
あ

っ
た
り
、
あ
る

い
は
そ
れ
に
近
い
自
然
で
あ
る
。
し
か
も
、
開
発
サ
イ
ズ

は
い
ず
れ
も
大
規
模
。
な
の
に
科
学
的
批
判
に
耐
え
ら
れ

る
調
査
は
な
く
、
情
報
も
公
開
さ
れ
な
い
。
多
額
の
税
金

が
投
入
さ
れ
地
域
振
興
や
公
益
対
策
が
う
た
わ
れ
る
が
、

そ
の
中
身
は
ゼ
ネ
コ
ン
奉
仕
型
。
時
の
変
化
を
省
み
な
い

官
僚
主
義
の
開
発
な
ど
、
全
国
的
な
論
議
に
な
ら
な
い
こ

と
の
ほ
う
が
い
わ
ば
不
思
議
な
の
だ
。

と
こ
ろ
が
こ
の
不
思
議
な
こ
と
が
、
ま
だ
結
構
あ
る
。

い
ま
北
海
道
で
起
き
て
い
る
大
規
模
林
道
の
建
設
も
そ
の

一
つ
だ
。
山
形
や
福
島
な
ど
東
北
の
大
規
模
林
道
問
題
は
、

地
元
の
粘
り
強
い
反
対
運
動

で
こ
の
四
、
五
年
よ
う
や
く

全
国
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、
北
海
道

の
そ
れ
は
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な

い
。
正
確
に
は
、
大
規
模
林
道
事
業
が
始
ま

っ
た

一
九
七

三
年
か
ら
七
八
年
頃
ま
で
は
、
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画

の
中
の
道
路
計
画
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、

こ
こ
十
数
年
は
道
民
の
脳
裏
か
ら
す

っ
か
り
消
え
て
い
た

と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

一
昨
年
、
旭
川
で
開
か
れ
た
大
規
模
林
道
問
題
全
国
ネ

ッ

ト
ワ
ー
ク
の
集

い
の
開
催
と
、
そ
れ
に
続
く
大
規
模
林
道

「平
取

・
え
り
も
線
」
の

「様
似

・
え
り
も
区
間
」
が
休

止

に
な

っ
た
報

道

な

ど

で
、

に
甦

っ
て

き

た
感

が

す

る
。

よ

う

や
く

一
部

の
人

々

の
頭
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◆
正
体
が
見
え
に
く
い
大
規
模
林
道

そ
の
旭
川
集
会
に
参
加
し
た
あ
る
人
が
、

「大
規
模
林

道
と
い
う
の
は
、
あ
の
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
の
中
の

林
道
の
こ
と
だ

っ
た
ん
で
す
か
」
「
ま
だ
、
生
き
て
い
た

ん
で
す
ね
」
と
し
み
じ
み
語

っ
た
。
当
時
は
大
規
模
林
業

圏
開
発
計
画
そ
の
も
の
が
問
題
に
な

っ
て
お
り
、
大
規
模

林
道
は
そ
の
中
の

一
計
画
だ

っ
た
。
そ
の
全
体
計
画
が
い

つ
の
間
に
か
雲
散
霧
消
し
て
、
大
規
模
林
道
だ
け
が
人
知

れ
ず
独
り
歩
き
し
て
い
た
と
は
知
ら
な
か

っ
た
わ
け
だ
。

話

の
内
容
か
ら
察
す
る
と
、
当
時
、

こ
の
人
は
問
題
に

相
当
深
い
関
心
を
持

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、

一
般

の
人
々
の
関
心
も
お
よ
そ
見
当
が

つ
こ
う
と
い
う
も

の
だ
。

実
は
、
こ
の
大
規
模
林
道
と
い
う
名
称
が
な
か
な
か
の

曲
者
な
の
で
あ
る
。
知
ら
な
い
人
が
う

っ
か
り
こ
の
名
を

聞
く
と
、
最
後
に
林
道
と
名
前
が

つ
い
て
い
る
た
め
に
、

少
し
大
き
め
の
林
道
な
の
だ
ろ
う
、
林
業
に
林
道
は
欠
か

せ
な
い
も
の
だ
か
ら
、
や
は
り
建
設
は
必
要
な
の
で
な
い

か
、
と

つ
い
思

っ
て
し
ま
う
。

だ
が
こ
の
大
規
模
林
道
、

一
般

の
人
々
が
想
像
す
る
林

道
と
は
か
な
り
落
差
が
あ
り
そ
う
だ
。
従
来
の
イ
メ
ー
ジ

か
ら
す
る
と
、
林
道
と
い
え
ば
幅
は
大
体
三
～
四
メ
ー
ト

ル
く
ら
い
で

一
車
線
。
砂
利
道
で
平
均
延
長
も
そ
う
長
く

な
い
。
林
道
の
両
側
に
は
森
林
が
迫
り
、
道
路
の
上
も
梢

で
包
ま
れ
る
。
渓
流
が
側
を
流
れ
、
木
材
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ

ク
は
走

っ
て
も
あ
ま
り
ス
ピ
ー
ド
は
出
せ
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
大
規
模
林
道
は
想
像
さ
れ
る

"大
き
め
"

を
は
る
か
に
超
え
る
。
道
路
幅
は
通
常
林
道
の
二
倍
近
い

七
メ
ー
ト
ル
。
中
央

に
白
線
が
引
か
れ
た
二
車
線
の
完
全



舗
装
道
路
。
両
側
に
は
大
々
的
に
削
り
取
ら
れ
た
法
面
が

続
き
、
も
は
や
道
路
の
上
を
木
々
が
覆
う
こ
と
は
な
い
。

林
道
の
平
均
延
長
は
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
、
通

常
林
道
の
数
倍
に
も
な
る
。
林
道
の

"は
じ
あ
"
と

"お

わ
り
"
は
必
ず
国
道
や
道
々
に
接
続
さ
れ
、

一
般
車
両
が

自
由
に
出
入
り
す
る
。
木
材
を
積
ん
だ
ト
ラ

ッ
ク
の
設
計

速
度
も
、
時
速
四
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
林
道
に
は
、
森
と
人
を
結
ぶ
や
さ
し
さ
と
、

自
然
と

一
体
に
な
り
や
す
い
柔
ら
か
さ
が
残

っ
て
い
た
。

で
も
こ
う
言
う
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
の
林
道

は

一
昔
前
の

も
の
。
沢
筋
か
ら
尾
根
筋
ま
で
駆
け
上
が

っ
て
き
た
い
ま

の
林
道
は
、
カ
ネ
と
機
械
力
に
物
を
言
わ
せ
、
山
腹
を
裂

き
森
や
川
を
破
壊
し
て
実
に
醜
い
と
。
確
か

に
、
そ
う
し

た
林
道
も
多
い
。
だ
が
、
森
と
人
と
の
結
び

つ
き
、
自
然

と
の

一
体
性
を
は
じ
め
か
ら
欠
い
た
大
規
模
林
道
は
、
巨

大
な

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構
造
物
で
、
も
は
や
林
道
の
か
け

ら
も
な
い
。
さ
な
が
ら
山
奥
を
走
る
ハ
イ
ウ

ェ
ー
そ
の
も

の
で
あ
る
。

◆
異
常
な
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画

大
規
模
林
道
は
、
正
式
に
は
、
大
規
模
林
業
圏
開
発
林

道
と
い
う
。
林
道
は
大
き
く
分
け
る
と
国
有
林

の
林
道
と

民
有
林
の
林
道
が
あ
る
。
前
者
に
は
、
森
林

の
利
用
区
域

面
積
が
お
お
む
ね

一
〇
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
幹
線
林

道
と
、
そ
れ
以
下

の
事
業
林
道
が
あ
る
。

後
者
の
方
は
、
国
庫
補
助
に
よ
る
林
道
と
し
て
森
林
法

に
基
づ
く
①

一
般
林
道

(広
域
基
幹
林
道
な
ど
)
②
農
免

林
道

(峰
越
連
絡
林
道
な
ど
)
が
あ
り
、
更

に
森
林
開
発

公
団
法
に
基
づ
く
③
森
林
開
発
公
団
林
道
が
あ
る
。
特
定

森
林
地
域
開
発
林
道

(
ス
ー
パ
ー
林
道
)
と
大
規
模
林
業

圏
開
発
林
道
は
、

こ
の
③

に
属
し
て
い
る
。

林
道
の
技
術
的
な
規
範

(構
造
や
規
格
等
)
と
管
理
は
、

林
道
規
程
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と

こ
れ
ま
で
最
も
幅
の
広
い
林
道
は

一
級
林
道
で
、
全
幅
員

が
五
メ
ー
ト
ル

(車
道
幅
員
四
メ
ー
ト
ル
、
路
肩
幅
員
○

・

五
メ
ー
ト
ル
)
だ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
林
野
庁
は
、

一
九
九

一
年
に
林
道
規
程
の

一

部
改
正
を
行

っ
た
。
理
由
は
、
近
年
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
需
要
等
が
増
大
し
て
、
林
道

へ
一
般
車
両
が
た
く
さ
ん

入
り
込
む
よ
う
に
な

っ
た
。
現
在
の
幅
員
で
は
対
応

で
き

な
い
か
ら
、
と
。
そ
し
て

一
級
林
道
は
、
二
車
線
の
場
合
、

全
幅
員
が
七
メ
ー
ト
ル

(車
道
幅
員
二

・
七
五
メ
ー
ト
ル
、

路
肩
幅
員
○

・
七
五
メ
ー
ト
ル
)
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

広
域
基
幹
林
道
も
大
規
模
林
道
並
の
規
格
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。

さ
て
、
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
は
、
高
度
成
長
下

の

一
九
六
八
年
、
林
野
庁
が
新
全
国
総
合
開
発
計
画

(新
全

総
と
も
い
う
。

一
九
六
九
年
五
月
閣
議
決
定
)
の
大
規
模

開
発
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
構
想

の

一
環
と
し
て
打
ち
出
し
た
構

想
で
あ
る
。

ね
ら
い
は
、
利
用
度

の
低
い
広
葉
樹
林
が
広
い
範
囲
に

わ
た

っ
て
存
在
し
、
な
お
か

つ
林
野
率
の
極
め
て
高
い
地

域
を
大
規
模
林
業
圏
に
指
定
し
て
、
そ
こ
を
生
産
性
や
公

益
的
機
能
の
高
い
森
林
に
つ
く
り
変
え
る
、
併
せ
て
林
業

を
中
心
と
す
る
総
合
的
な
地
域
開
発
を
推
進
す
る
と
い
う

も
の
で
あ

っ
た
。

具
体
的
に
は
、
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
全
国
に
七

つ
の

圏
域
を
設
定
。
そ
こ
で
①
大
規
模
林
道
を
含
む
広
域

の
林

道
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
②
計
画
造
林
、
③
大
規
模
な

森
林

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
、
④
森
林
関
連
産
業
の

基
盤
整
備
、
⑤
森
林
の
公
益
的
機
能
の
整
備
等
を
行
う
こ

と
に
な

っ
て
い
た
。

そ
し
て
そ
の
結
果
、
対
象
自
治
体

一
七
道
県
四
七
市
町

村
、
対
象
森
林
面
積
七
四
三
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
開
設
大
規

模
林
道
二
五
路
線

・
総
延
長

一
八
九
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

が
決
定
さ
れ
た
。

北
海
道
で
は
、
北
海
道
開
発
庁

・
林
野
庁

・
北
海
道
が

一
体
と
な
り
、
「第
三
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
」
(
一
九

七
〇
年
七
月
)

の
先
導
的
開
発
事
業
と
位
置
づ
け
て
取
り

組
ん
だ
。

道
内
の
圏
域
は
、
旦
口同
・
大
雪

・
北
見
の
山
地
、
五
支

庁

一
市
三
三
町
三
村

に
ま
た
が
る
一
二

八
万
七
〇
〇
〇

ヘ

ク
タ
ー
ル

(北
海
道
総
面
積

の
約
四
分

の

一
)
、
対
象
森

林
面
積
は

一
七
八
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

(北
海
道
森
林
面
積
の

約
三
分
の

一
)
と
な

っ
た
。

こ
の
中
に
は
、
水
源
酒
養
保
安
林
な
ど
各
種
保
安
林
四

四
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
国
立
公
園

・
国
定
公
園

・
道
立
公
園

な
ど
自
然
公
園
四
八
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
鳥
獣
保
護
区
四

・

四
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
た
。

◆
新
た
な
天
然
林
伐
採
を
ね
ら

っ
た
森
食
い
計
画

北
海
道
の
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
を
は
じ
め
て
み
た

と
き
、
私
は
す

っ
か
り
驚
い
た
。
大
雪
縦
貫
道
が
あ
れ
ほ

ど
の
全
国
的
な
問
題
に
な

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ

と
は
桁
違
い
の
資
源
食
い
つ
ぶ
し
、
自
然
破
壊
の
大
規
模

開
発
が
繰
り
返
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
だ
。

ま
ず
圏
域

の
設
定
が
不
自
然
だ

っ
た
。
目
的
が

「雑
木

林
な
ど
の
生
産
性
の
低
い
森
林
を
、
針
葉
樹
な
ど
生
産
性

の
高
い
森
林

に
改
良
す
る
」
と
い
い
な
が
ら
、
道
内
に
残

さ
れ
た
最
後
と
も
い
う
べ
き
高
蓄
積
の
天
然
林
地
帯
ば
か

り
が
線
引
き
さ
れ
て
い
た
。
理
由
を
質
す
と
林
野
率
が
高

い
か
ら
と
い
う
。
圏
域
設
定

の
も
う

一
つ
の
肝
心
な
条
件

「利
用
度
の
低
い
広
葉
樹
林
が
広
い
範
囲
に
わ
た

っ
て
存

在
」
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
完
全
に
外
さ
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
そ
こ
で
、

一
五
年
間
に
二
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
の

拡
大
造
林
と
二
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
再
造
林
を
行

い
、
人
工
林
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の
割
合
を
計
画
当
時
の
現
行
よ
り

=

一ポ
イ

ン
ト
引
き
上

げ
て
約
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
。
収
穫
量
を
同
じ
く
約
七
四

万
立
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
積
み
し
て
、
約
五
六
五
万
立
方

メ
ー
ト
ル
に
す
る
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、

天
然
林
の
伐
る
割
合
を
多
く
し
て
、
伐
採
量
を
増
や
し
た

か

っ
た
の
で
あ
る
。

一
般
に
、
森
林
の
成
長
量
は
風
倒
害
、
雪
害
、
病
虫
害

な
ど
様
々
な
要
素
が
あ

っ
て
、
極
め
て
不
確
実

で
あ
る
。

年
間
の
成
長
量
を
見
込
ん
で
も
、
現
実
は
な
か
な
か
そ
の

通
り
に
な

っ
て
く
れ
な
い
。
そ
れ
に
対
し
伐
採
は
、
決
め

ら
れ
た
数
字
は
確
実
に
実
施
さ
れ
る
。
ど
う
し
て
も
伐
採

が
先
行
す
る
形
に
な
り
や
す
い
の
だ
。

ま
た
、
当
時
の
総
事
業
費

の
内
訳
を
み
る
と
、
総
額
約

五
四
〇
〇
億
円
に
対
し
、
伐
採

に
要
す
る
費
用
が
約
二
四

〇
〇
億
円

(全
体
比
約
四
四
パ
ー
セ
ン
ト
)
。

造
林

・
保

育
等
に
要
す
る
費
用
は
約
五
四
三
億
円

(同
じ
く
約

一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
)。
両
者
の
基
本
単
価
に
違

い
は
あ
る
に
せ

よ
、
事
業
全
体
と
し
て
伐
採
に
ウ
エ
イ
ト
が
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
だ

っ
た
。

ま
た
、

こ
の
計
画
で
は
地
域
振
興
や
地
場
産
業
の
活
性

化
が
大
事
な
柱
に
な

っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
林
業
労
働

者
の
確
保
も
木
材
関
連
産
業
の
活
性
化
も
、
削
減
と
統
廃

合
の
合
理
化
を
前
提
に
対
策
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

林
業
労
働
者
数
は

一
九
八
五
年
度
ま
で
に
、
約

一
万
二

〇
〇
〇
人

の
減
員

(計
画
当
時
の
林
業
労
働
者
数
の
約
半

分
)
。
木
材
関
連
産
業
は
全
体

で
約

一
一
〇
工
場
以
上
減

ら
す
と
と
も
に
、
年
間
木
材
取
扱
量
五
〇
〇
〇
立
方
メ
ー

ト
ル
未
満
の
中
小
工
場
を
大
幅
に
整
理
し
て
、
そ
れ
以
上

の
大
き
い
大
工
場
に
再
編
成
す
る
計
画
だ

っ
た
。

◆
巨
大
観
光
基
地
化
を
ね
ら

っ
た
レ
ク
構
想

林
道
整
備
も
す
さ
ま
じ
か

っ
た
。
計
画
推
進

の
先
行
事

業
と
し
て
大
規
模
林
道
が
五
路
線
、
総
延
長
約
四
〇
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。
中
核
林
道

(幅
員
五
メ
ー
ト
ル
、
完
全
舗

装
)
が

一
五
路
線
、
総
延
長
五
九
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
。
そ

れ
に
そ
の
他
の
林
道
約
六
八
○
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
た
。
実
に
、
北
海
道
の
こ
の
圏

域
だ
け
で
、
日
本
列
島
を

一
往
復
半
で
き
る
ほ
ど
の
林
道

を
張
り
め
ぐ
ら
せ
よ
う
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。

大
規
模
林
道
の
中
に
は
、
大
雪
山
国
立
公
園
と
阿
寒
国

立
公
園
を
結
ぶ

「阿
寒

・
ト
ム
ラ
ウ
シ
線
」
や
、
後
に
日

高
中
央
横
断
道
路
に
な

っ
た

「静
内

・
中
札
内
線
」
が
、

ま
た
、
中
核
林
道

の
中

に
は
層
雲
峡
と
丸
瀬
布
を
結
ぶ

「層
雲
峡

・
武
利
線
」
や
後

に
大
規
模
林
道

「
平
取

・
え

り
も
線
」
に
な

っ
た

「
旦
口同
縦
貫
線
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
大
規
模
林
道
の

開
設
目
標
と
し
て
、
「
大
雪

・
阿
寒

の
二
大
観
光
圏
を
結

ぶ
…
…
」
な
ど
観
光
利
用
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。新

全
総
は
北
海
道
の
役
割
を
、
①
大
規
模
工
業
基
地
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
地
、
②
食
料
供
給
基
地
、
③
大
観
光
基
地

の
三

つ
と
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
大
規
模
林
業
圏
の
中
に

も
、
巨
大
な
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
が
盛
り
込

ま
れ
た
。

東
大
雪

(約

一
二
万
九
〇
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、

チ
ミ

ケ

ッ
プ

(約
三
八
○
○

ヘ
ク
タ
ー
ル
)
、
金
山
湖

(九
二

〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
)、
幌
尻
岳

(
三
万
三
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー

ル
)、
奥
旦
局

(約
三
万
六
〇
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
)

の
五

箇
所
、
合
計
約

二

万

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
ほ
ぼ
大
雪

山
国
立
公
園
に
匹
敵
す
る
面
積
だ
。

当
初

こ
の
中
に
、
。コ
ル
フ
場
、

ス
キ
i
場
、
釣
り
場
、

遊
覧
飛
行
場
、
射
撃
場
、
温
泉
プ
ー
ル
、

ア
ー
チ

ェ
リ
ー

場
、
観
光
牧
場
、
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
な
ど
、
今
日
の
リ
ゾ
ー

ト
基
地
を
凌
ぐ
よ
う
な
施
設
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
に
先
の
林
道
網
を
直
結

し
て
、
整
備
の
あ
か

つ
き
に
は
年
間
約
三
五
〇
万
人
の
観

光
客
を
導
入
し
、
圏
域
全
体
で
は
約
六
〇
〇
〇
万
人
集
め

る
計
画
だ
っ
た
。

◆
盛
り
上
が
っ
た
反
対
運
動

"大
規
模
"
を
連
発
す
る
新
全
総
に
沿

っ
た
と
は
い
え
、

こ
の
開
発
計
画
は
そ
の
趣
旨
か
ら
い
っ
て
も
実
に
異
様
だ

っ

た
。
だ
が
、
そ
の
異
様
が
異
様
と
し
て
感
じ
ら
れ
な
い
と

こ
ろ
に
、
当
時
の
開
発

の
特
徴
が
あ

っ
た
。

私
た
ち
は
、
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
を
大
雪
縦
貫
道

路
後
の
最
も
大
き
い
問
題
と
位
置
づ
け
て
、
す
ぐ
さ
ま
取

り
組
ん
だ
。
こ
れ
ま
で
の
点
や
線
の
開
発
計
画
と
ち
が

っ

て
、
こ
の
計
画
は
か
な
り
対
象
地
域
が
広

い
。

加
え
て
、
林
業
を
は
じ
め
多
く
の
分
野
の
専
門
的
知
識

も
必
要
だ
っ
た
。
全
道
の
自
然
保
護
団
体
の
し
っ
か
り
し

た
ス
ク
ラ
ム
や
、
林
業
労
働
者

・
地
域
住
民

・
専
門
家
等

と
の
連
携
も
重
要
だ

っ
た
。
ま
た
、
大
規
模
林
業
圏
開
発

計
画
は
全
国
展
開
し
て
い
る
の
で
、
全
国
的
な
情
報
交
換

や
協
同
も
大
切
だ

っ
た
。
と
も
か
く
、
そ
の
こ
と
を
意
識

し
て
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。

問
題
の
所
在
が
よ
く
わ
か
る
よ
う
に
書
い
た

ニ
ュ
ー
ス

や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
。
全
道
的
な
署
名
活
動
の
展
開
。

現
地
調
査
の
実
施
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
パ
ネ
ル
討
論
会
の

実
施
。
映
画
会

・
講
演
会

・
写
真
展
の
実
施
。
道
や
林
野

庁

(営
林
局
)
に
対
す
る
公
開
質
問
や
交
渉
。
道
議
会
議

員
や
国
会
議
員

へ
の
働
き
か
け
。
全
林
野
労
働
組
合
や
そ

の
傘
下
団
体
と
連
携
な
ど
、
大
雪
縦
貫
道
の
闘
い
の
体
験

を
生
か
し
て
運
動
を
展
開
し
た
。
そ
の
取
り
組
み
を
い
く

つ
か
ピ

ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
よ
う
。

*
七
四
年
五
月
、
旭
川
で
道
林
務
部

・
旭
川
営
林
局

・

全
林
野
旭
川
地
本

・
旭
川
大
雪
の
自
然
を
守
る
会
に
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よ
る
公
開
パ
ネ
ル
討
論
会
を
開
催
。

*
同
年
六
月
、
国
際
植
生
学
会
日
本
大
会

エ
ク
ス
カ
ー

シ
ョ
ン
で
、
大
規
模
林
道
問
題
を
説
明
。
層
雲
峡
の

宿
舎
で
深
夜
ま
で
討
論
。

*
七
五
年
六
月
、
北
海
道
自
然
保
護
団
体
連
合
主
催
で
、

地
質

・
植
生

・
林
業
の
専
門
家
を
含
め
た
大
規
模
林

道

「
滝
雄

・
厚
和
線
」
予
定
地
の
現
地
調
査
を
実
施
。

マ
ス
コ
ミ
、
全
道
に
報
道
。
翌
日
、
旭
川
で
大
規
模

林
業
圏
開
発
計
画
反
対
全
道
集
会
開
催
。

*
七
六
年
七
月
、
北
海
道
自
然
保
護
連
合

と
林
政
民
主

化
共
闘
会
議
の
共
催
で
、
「滝
雄

・
厚
和

線
」
予
定

地

の
現
地
調
査
を
実
施
。
翌
日
、
白
滝

で
反
対
全
道

集
会
を
開
催
。
村
の
人
た
ち
を
村
は
じ
ま

っ
て
以
来

と
驚
か
せ
た
、
七
五
〇
名
参
加
の
デ
モ
行
進
を
行

っ

た
。

*
同
年
八
月
、
札
幌
で
第
六
回
全
国
自
然
保
護
大
会
を

開
催
。
全
体
集
会
で
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
の
反

対
決
議
を
採
択
。
関
係
九
団
体
に
よ
る
大
規
模
林
業

圏
開
発
計
画
全
国
会
議
を
結
成
。

こ
の
よ
う
な
動
き
と
大
雪
縦
貫
道
中
止
の
余
波
も
あ

っ

て
、
当
時
、
運
動
は
大
き
く
盛
り
上
が

っ
た
。
ま
た
、
情

勢
も
刻

々
と
変
わ

っ
て
い
た
。

一
九
七
三
年

一
〇
月
の
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
高
度
経
済
成
長
の
終
焉
。
七
七
年

一
月

の
新
全
総
の
行
き
詰
ま
り
か
ら
三
全
総

へ
の
移
行
、
そ
れ

に
伴
う
北
海
道
第
三
期
総
合
開
発
計
画
か
ら
北
海
道
発
展

計
画

へ
の
移
行
な
ど
、
開
発
に
も

一
つ
の
転
機
が
訪
れ
て

い
た
。

一
九
七
四
年

一
〇
月
、
道
は
翌
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

大
規
模
林
道

「
滝
雄

・
厚
和
線
」
の
着
工
を
、
工
法
の
再

検
討
を
理
由
に
延
期
す
る
こ
と
を
知
事
表
明
と
い
う
形
で

公
表
。
二
億

一
〇
〇
〇
万
円
の
事
業
費
を
抱
え
た
ま
ま
の

見
送
り
だ

っ
た
。

一
九
七
八
年
六
月
、
道
は
北
海
道

の
大
規
模
林
業
圏
に

関
し
、
「長
期
構
想
検
討
調
査
報
告
書
」
を
公
表
し
て
見

直
し
を
表
明
。
大
規
模
林
道
を
五
路
線
か
ら
三
路
線

に
、

中
核
林
道

一
五
路
線
五
九
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
約
三
三
〇

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
体
構
想
に
、
森
林

レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ

ン
施
設
の
新
た
な
整
備
を
取
り
止
め
る
な
ど
、
大
幅
な
見

直
し
を
行

っ
た
。

だ
が
そ
の
内
容
で
実
施
さ
れ
る
気
配
は
な
く
、

こ
れ
以

降
も
大
規
模
林
業
圏
開
発
計
画
は
具
体
的
な
展
開
が
な
い

ま
ま
時
が
過
ぎ
、

い
つ
の
間
に
か
雲
散
霧
消
し
た
。
た
だ
、

大
規
模
林
道
だ
け
が
森
林
開
発
公
団

の
手

に
よ

っ
て
細
々

と
進
あ
ら
れ
、
「滝
雄

・
厚
和
線
」
が
当
初
予
定
よ
り
五

年
遅
れ
た

一
九
七
九
年
に
、
「平
取

・
え
り
も
線
」
が
九

年
遅
れ
て

一
九
八
三
年
に
着
工
さ
れ
た
。

「
置
戸

・
阿
寒

線
」
は
開
設
の
メ
ド
が
立
た
な
い
ま
ま
宙
に
浮
い
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
し
て
、
全
体
計
画

を
失

っ
た
大
規
模
林
道
計
画
も
い
ず
れ
中
止
に
な
る
と
考

え
て
、
主
力
を
押
し
寄
せ
る
旦
口同
中
央
横
断
道
路
問
題
に

移
し
た
。

◆
息
を
吹
き
返
し
た
大
規
模
林
道

と
こ
ろ
が
、
死
に
絶
え
る
は
ず
の
大
規
模
林
道
は
、
肝

心
の
全
体
計
画
が
す

っ
か
り
形
骸
化
し
て
い
な
が
ら
、

一

度
事
業
に
着
手
し
た
ら
あ
と
は
滅
多
な
こ
と
で
は
止
め
な

い
行
政
特
有
の
論
理
に
よ

っ
て
継
続
さ
れ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
「平
取

・
え
り
も
線
」
が
着
工
さ
れ

て

一
〇
年
過
ぎ
た

一
九
九
四
年
に
な
る
と
、
公
共
事
業
に

対
す
る
厳
し
い
世
論
や
、
全
国
的
に
批
判
が
高
ま

っ
て
き

た
大
規
模
林
道
に
対
す
る
声
に
挑
戦
す
る
か
の
よ
う
に
、

「置
戸

・
阿
寒
線
」
を
着
工
さ
せ
た
。

森
林
開
発
公
団
は
こ
れ
ま
で
、
二
〇
年
以
上
に
わ
た

っ

て
行
政
改
革
の
廃
止

・
縮
小
の
対
象
に
な
り
続
け
た
。
し

か
し
、
そ
の
都
度
し
た
た
か
に
切
り
抜
け
て
き
た
。
そ
れ

は
権
益
拡
大
を
絶
え
ず
は
か
り
な
が
ら
、
事
業
展
開
に
よ

っ

て
自
ら
痛
手
を
被
る
こ
と
の
な
い
構
図
と
、
廃
止
に
で
き

な
い
し
く
み
を

つ
く

っ
て
き
た
か
ら
だ
。

森
林
開
発
公
団
は
、
林
野
庁
の
特
殊
法
人
で
森
林
開
発

公
団
法

に
基
づ
い
て

一
九
五
六
年
七
月
に
で
き
た
。
公
団

は
、
も
と
も
と
特
定
地
域
の
奥
地
林
開
発
の
た
め
の
林
道

を

つ
く
る
、

い
わ
ば
時
限
立
法
的
な
性
格
を
も

っ
た
組
織

だ

っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
事
業
の
資
金
源
が

一
九
五

四
年
四
月

の
日
米
M
S
A
協
定
に
よ
っ
て
で
き
た

「余
剰

農
産
物
見
返
り
円
資
金
」
だ

っ
た
か
ら
だ
。
円
資
金
の
目

的
は
軍
事
産
業
開
発

の
資
金

に
す
る
こ
と
で
、
奥
地
林
道

へ
の

一
部
運
用
は
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
な
も
の
だ

っ
た
か

ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
円
資
金
三
〇
億
円
分
に
相
当
す
る
事
業
と
し

て
、
紀
伊
半
島

の
熊
野
川
流
域
と
四
国
の
剣
山
周
辺
の
林

道
開
削
が
完
了
し
た
段
階

で
、
本
来
な
ら
ば
公
団
は
解
消

さ
れ
る
は
ず
だ

っ
た
。
も

っ
と
い
え
ば
、
円
資
金
は
公
団

設
立
の
翌
年
に
は
早
く
も
、

ア
メ
リ
カ
と
の
第
三
次
余
剰

農
産
物
受
入
れ
交
渉
が
不
調
に
終
わ

っ
て
、
借
入
が
で
き

な
い
事
態
に
な

っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
こ
の
時
点
で
中
止

と
な

っ
て
い
て
も
不
思
議

で
は
な
か

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、

こ
の
事
業
は
全
額
を
円
資
金
を
財
源
と
す

る
長
期
借
入
金

に
よ
る
先
行
投
資
方
式
を
と

っ
て
い
た
た

め
、
円
資
金
が
だ
め
に
な
る
と
年
利
が
六
割
も
高
い
財
政

投
融
資
が
そ
れ
に
と

っ
て
代
わ

っ
た
。
さ
ら
に
、
公
団
法

設
立
に
際
し
て
国
会
審
議

(参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
)

が
行
わ
れ
た
際
、
将
来
は
ほ
か
の
地
域
に
も
拡
大
す
る
こ

と
が
希
望
意
見
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
こ
と
を
楯
に
、

一
九
六

一
年

に
な
る
と
水
源
林
造

成
事
業
を
開
始
。
さ
ら
に
六
五
年
に
は
、
森
林
開
発
公
団

法
の

一
部
を
改
正
し
て
、
ス
ー
パ
ー
林
道
事
業
に
着
手
。

41



六
九
年
に
は
大
規
模
林
道
事
業
開
始
と
、
次
々
と
事
業
を

拡
大
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
の
事
業
規
模
は
新
規
事
業

に
な
る
ほ
ど
に
大
き
く
、
期
間
も
長
く
な

っ
て
い
る
。

多
く
の
自
然
破
壊
を
生
ん
で
全
国
に
悪
名
を

と
ど
ろ
か

せ
た
ス
ー
パ
ー
林
道
事
業
は
、
道
路
幅
員
四

・
六
メ
ー
ト

ル
の
未
舗
装
で
、
全
国
二
三
路
線
、
総
延
長

一
一
七
九
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
事
業
費

一
〇

一
八
億
円
、
事
業
期
間
二
五

年
間

(
一
九
六
五
年
～
九
〇
年
)
だ

っ
た
。

大
規
模
林
道
整
備
事
業
に
な
る
と
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ

プ
し
、
現
在
は
全
国
三
二
路
線

(本
線
二
九
路
線
、
支
線

三
路
線
)、
計
画
総
延
長
二
二
六
七

・
三
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、

総
事
業
費
九
五
五
〇
億
八
○
○
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

一

九
七
三
年
に
開
始
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
九
八
八

・
三
キ

ロ

メ
ー
ト
ル

(
一
九
九
七
年
度
計
画
含
む
)
が
完
成
、
進
捗

率
四
三

・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
年
平
均
延
長

(実
績
)
三
九

・

五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
だ
が
、
す
で
に
二
五
年
間
が
経
過
し
て

お
り
、
こ
の
ペ
ー
ス
で
進
め
ば
ま
だ
三
〇
年
は
か
か
る
こ

と
に
な
る
。
事
業
費
も
、
奥
鬼
怒

ス
ー
パ
ー
林
道
の
よ
う

に
当
初
予
算
の
五
倍
に
な

っ
た
路
線
も
あ
り
、
大
規
模
林

道
も
今
後
相
当
事
業
費
が
膨
ら
む
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

さ
て
、
現
在
、
北
海
道
の
大
規
模
林
道
事
業
は
ど
う
な

っ

て
い
る
か
。
計
画
と
進
捗
状
況
を
見

て
み
よ
う
。

(
一
九

九
七
年
度
計
画
含
む
)

①
滝
雄

・
厚
和
線

計
画
…
延

長

六
五

・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

事
業
費

実
績
…
延

長

事
業
費

進
捗
率

三

一
二
億

八

○

○

○

万

円

四
五

・
三

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

一
一
四
億

六

二
〇

〇

万

円

六

八

・
八

パ

ー

セ

ン
ト

②
平
取

・
え
り
も
線

計
画
…
延

長

九
二

・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

事
業
費

六
七
五
億
八
四
〇
〇
万
円

実
績
…
延

長

事
業
費

進
捗
率

③
置
戸

・
阿
寒
線

計
画
…
延

長

事
業
費

実
績
…
延

長

事
業
費

進
捗
率

④
北
海
道
全
体

計
画
…
延

長

事
業
費

実
績
…
延

長

事
業
費

進
捗
率

一
七

・
ニ

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

五

五
億

五
六

〇

〇

万

円

一
八

・
八

パ

ー

セ

ン
ト

七

一
・
○

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

ニ

五

八
億

円

一
・
三

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

七

億

七

一
〇

〇

万

円

一
・
九

パ

ー

セ

ン
ト

二

二
九

・
四

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

一
二

四
六

億

六

四
〇

〇

万

円

六

三

・
八

キ

ロ
メ

ー

ト

ル

一
七

七

億

八

九

〇

〇

万

円

二
七

・
八

パ

ー

セ

ン
ト

◆
細
切
れ
が
進
む
北
海
道
の
自
然

一
九
九
七
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
、
北
海
道
の
大
規
模

林
道
の
建
設
現
場
を
、
何
回
か
に
分
け
て
見
て
回

っ
た
。

旭
川
を
起
点
に
動
く
と
、

一
路
線
最
低
で
も

一
泊
二
日
を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
回
当
た
り
の
走
行
距
離

も
、
軽
く
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
は
超
え
る
。
日
高
に
い

た
っ
て
は
八
○
○
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
改
め
て
そ
の

エ
リ
ア
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
。

北
海
道
の
三
路
線
は
、
九
七
年
現
在
、
全
体
で
計
画
の

約
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
成
し
て
い
る
。
年
平
均
延
長
は

約
三

・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
だ
。
三
路
線
の
中
で
最
も
進
ん

で
い
る
の
か

「滝
雄

・
厚
和
線
」
だ
が
、
す
で
に

一
七
年

が
経
過
し
て
い
る
の
で
年
平
均
延
長
は
約
二
・
六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。

北
海
道
の
工
事
は
こ
れ
ま
で
、
工
事
の
比
較
的
や
り
や

す
い
平
坦
部
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
た
。
だ
が
、
工
事
が

始
ま

っ
た
ば
か
り
の

「
置
戸

・
阿
寒
線
」
を
除
い
て
、
こ

こ
七
、
八
年
前
か
ら
、
本
格
的
な
山
岳
地
帯
の
工
事
に
さ

し
か
か

っ
て
い
る
。
ト
ン
ネ
ル
を
は
じ
め
覆
道
や
橋
梁
を

多
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
場
が
、
こ
れ
か
ら
続
々
と

登
場
す
る
。

三
路
線
と
も
地
形

・
地
質
的
に
は
、
第
三
紀
の
堆
積
岩

類
や
そ
の
上
に
第
四
紀
の
火
山
岩
あ
る
い
は
火
山
噴
出
物

が
被

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
特
に
山
岳
地
帯
の
急
傾

斜
地
で
は
、
破
砕
風
化
の
著
し
い
岩
盤
が
随
所
に
現
れ
て

い
る

一
方
、
「置
戸

・
阿
寒
線
」
を
中
心
に
地
滑
り
地
帯

も
あ
る
。

急
傾
斜
地
の
風
化
の
進
ん
だ
旦
局
層

(第
三
紀
堆
積
岩

類
)
に
つ
く
ら
れ
た
山
岳
道
路
が
、
著
し
い
法
面
崩
壊
を

繰
り
返
し
て
い
る
例
は
、
大
雪
山
の
狸
台
林
道

(現
在
、

廃
道
)
を
は
じ
め
数
多
く
あ
る
。

「滝
雄

・
厚
和
線
」
の
現
地
調
査
の
際
、
白
滝
側
の
工

事
現
場
で
つ
い
最
近
も

一
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
土
砂
崩
壊

が
起
き
て
お
り
、
現
場
作
業
員
の
話
で
は
珍
し
い
こ
と
で

な
い
と
い
う
。

「置
戸

・
阿
寒
線
」
の
足
寄
川
流
域
で
は
、
路
線
の
周

辺
に
あ
る
五
三
箇
所
の
地
滑
り
地
の
う
ち
、
直
接
路
線
と

接
す
る
地
滑
り
地
箇
所
は
、
二
五
箇
所
に
お
よ
び
、
う
ち

一
箇
所
は
路
線
が
そ
の
内
部
を
縦
断
す
る
計
画
に
な
っ
て

い
る

(「大
規
模
林
道
置
戸

・
阿
寒
線
計
画
路
線
に
お
け

る
自
然
環
境
報
告
書
」)
。

「
平
取

・
え
り
も
線
」
で
は
、
静
内

・
三
石
区
間
や
新

冠
周
辺
に
は
V
字
谷
の
急
傾
斜
で
崩
壊
し
や
す
い
地
形
が

随
所
に
あ
り
、
改
良
区
間
で
も
新
設
区
間
で
も
難
工
事
が

予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
土
木
工
事
と
と
も
に
、
道
路
開
設
に
と
も

な
う
森
林
の
伐
開
も
か
な
り
の
面
積
と
な
る
。
仮
に
法
面

を
含
め
た
道
路
の
伐
開
幅
を
平
均
三
〇
メ
ー
ト
ル
と
す
る
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と
、
全
路
線
で
は
七
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
近
く
な
る
。
こ
の

う
ち
公
道
利
川
区
間
や
既
設
道
路
の
改
良
部
分
が
含
ま
れ

る
の
で
、
そ
の
分
を
差
し
51
い
た
と
し
て
も
、
な
お
数
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
が
消
失
す
る
こ
と
に
な

る
。

そ
の
影
響
は
森
林
ば
か
り
で
な
く
、
生
態
系
の
分
断
も

含
め
て
野
生
生
物
に
与
え
る
影
響
は
極
め
て
大
き
い
。
北

海
道
の
三
路
線
は
、
い
ず
れ
も
低
標
高
に
存
在
す
る
ナ
キ

ウ
サ
ギ
の
特
異
な
生
息
地
を
分
断
す
る
が
、
中
で
も
留
辺

蘂
か
ら
置
戸
、
陸
別
の
区
間
は
生
息
密
度
の
高
い
地
域
を

通
り
重
大
で
あ
る
。

ま
た
、
[平
取

・
え
り
も
線
」

の

「
様
似
区
間
」

は
、

「様
似

・
え
り
も
区
間
」
の
休
止

に
よ
り
特
別
天
然
記
念

物
の
ア
ポ
イ
岳
の
南
麓
を
通
る
幌
満
林
道
と
直
結
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
林
道
の
す
ぐ
脇
に
あ
る
日
本
最
低
標

高
地
に
す
む
ナ
キ
ウ
サ
ギ
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
恐
れ

が
あ
る
。

「滝
雄

・
厚
和
線
」
の
白
滝
か
ら
丸
瀬
布

・
留
辺
蘂
に

か
け
て
の
区
間
は
、
現
地
調
査
の
度
に
生
々
し
い
ヒ
グ

マ

の
爪
痕
や
糞
が
た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
大

規
模
林
道
が
ヒ
グ

マ
の
重
要
な
テ
リ
ト
リ
ー
に
侵
入
し
て

い
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

公
団
は
、
小
動
物
の
保
護
の
た
め
ス
ロ
L

フ
付
の
側
溝

工
事
を
こ
と
あ
る
ご
と
に
P
R
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

工
事
は
白
滝
、
丸
瀬
布
周
辺
の
大
規
模
林
道

に
わ
ず
か
三

箇
所
し
か
確
認
で
き
な
い
。
そ
れ
も
ほ
ん
の
短
い
区
間
で

そ
の
う
ち
の
こ
箇
所
で
は
、
ス
ロ
ー
プ
の
先
は

コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
ら
れ
た
急
峻
な
法
面
が
延
々
と
続
き
、
と
て
も

小
動
物
の
こ
と
を
考
え
た
実
効
あ
る
施
策
と
は
考
え
ら
れ

な
い
。

◆
何
の
た
め
の
大
規
模
林
業

総
事
業
費

一
二
〇
〇
億
円
を

つ
ぎ
込
み
、

こ
の
先
も
含

め
る
と
半
世
紀
近
く
も
の
歳
月
を
費
や
し
て
、
人
け
の
な

い
山
奥
に
延
々
と

つ
く
り
続
け
る
大
規
模
林
道
と
は
、
い
っ

た
い
何
な
の
か
。

公
団
の
出
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
大
規

模
林
道
は
山
村
振
興

へ
の
架
け
橋
と
し
て
①
森
林
整
備

の

促
進
、
②
地
域
産
業
の
振
興
、
③
災
害
に
強
い
地
域
づ
く

り
、
④
生
活
環
境
の
向
上
、
⑤
都
市
と
山
村
の
交
流
、
⑥

森
林
の
教
育

・
文
化
的
利
用
を
あ
げ
て
い
る
。

公
団
に
聞
い
て
み
る
と
、
ま
ず
は
近
代
化

・
大
型
化
し

て
き
て
い
る
林
業
の
た
め
の
幹
線
道
路
、
そ
れ
か
ら
山
村

地
域
の
生
活
道
路
、
そ
の
他
山
村

・
都
市
間
の
交
流
や
災

害
時
の
代
替
機
能
を
も

っ
た
多
目
的
林
道
と
の
こ
と
。

一
見
多
目
的
な
ど
と
聞
く
と
、

一
つ
の
も
の
が
い
ろ
い

ろ
な
役
割
を
果
た
せ
て
便
利
と
思
い
が
ち
だ
が
、
目
的
が

違
う
こ
と
は
機
能
も
違
う
こ
と
な
の
で
、
結
局
使
い
物
に

な
ら
な
い
か
中
途
半
端
な
も
の
に
な
り
や
す
い
。
そ
れ
に

多
目
的
が
あ
る
目
的
の
費
用
分
担
の
口
実
に
さ
れ
る
こ
と

も
ま
ま
多
い
。
も
し
、
本
当
に
林
道
が
必
要
な
ら
ば
そ
の

目
的
に

一
番
か
な

っ
た
道
路
を
林
道
と
し
て
つ
く
る
べ
き

だ
し
、
生
活
道
路
に
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

林
業
の
た
め
の
幹
線
道
路
と
い
う
が
、

こ
れ
ほ
ど
の
サ

イ
ズ
の
林
道
は
当
然
伐
採
や
搬
出
が
前
提
と
な
る
。
造
林

や
保
育
の
た
め
の
機
械
化
や
そ
の
人
型
化
は
あ
ま
り
聞
か

な
い
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が
こ
の
三
路
線
の
周
辺
で
い
ま
現

在
、
あ
る
い
は
近

い
将
来
こ
の
道
路
に
見
合
う
伐
採
計
画

が
立
て
ら
れ
て
い
る
ふ
し
は
な
い
。
現
地
を
み
て
も
予
定

線
付
近
過
去

に
伐
採
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
多
く
、
新
た
な
需

要
が
生
ま
れ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

先
頃
、

N
H
K
札
幌
局
が
制
作
し
た
シ
リ
ー
ズ
番
組

「特
集
、
公
共
事
業
を
問
う
」
は
、
北
海
道
の
大
規
模
林

道
を
取
り
上
げ
て
、

い
く

つ
か
の
お
も
し
ろ
い
事
実
を
報

道
し
た
。

一
つ
は
、
「置
戸

・
阿
寒
線
」

の
通
る
置
戸

・

陸
別

・
足
寄

・
阿
寒

・
白
糠
の
五
町
の
地
元
林
業
就
業
者

が
、
昭
和
四
五
年
に
三
三
〇
〇
人
い
た
が
平
成
七
年
度
に

は
九
五
〇
人
し
か
い
な
い
事
実
を
と
り
あ
げ

て
、
「
大
規

模
林
道
よ
り
も
後
継
者

の
育
成
が
先
」
「
商
品
価
値

の
高

い
植
樹
に
と
り
く
む

べ
き
」
と
い
う
地
元
林
業
関
係
者
の

声
を
伝
え
て
い
る
。

も
う

一
つ
、
地
元
市
町
村
が
受
け
る
財
政
負
担

の
問
題

を
取
り
上
げ
て
い
る
。
現
在
、
陸
別
町
で
は
町
道

・
林
道

の
維
持
管
理
費
に
年
間
六
七
〇
〇
万
円
支
出
し
て
い
る
。

大
規
模
林
道
は
完
成
す
る
と
地
元
市
町
村
に
移
管
さ
れ
る

か
ら
、
そ
の
分
の
維
持
管
理
費
は
新
た
に
上
乗
せ
さ
れ
る
。

大
規
模
林
道
は
国
道
並
の
サ
イ
ズ
だ
か
ら
、
道
内
の
国

道
維
持
管
理
費
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
当
た
り

一
二
〇
〇
万
円
で
、

延
長
七

一
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の

「置
戸

・
阿
寒
線
」
を
単
純

計
算
し
て
み
る
と
、
年
に
八
億
五
二
〇
〇
万
円
か
か
る
。

関
係
五
町
で
プ
ー
ル
割
り
し
た
と
し
て
も

一
町
当
た
り
、

一
億
七
〇
〇
〇
万
円
の
維
持
管
理
費
が
増
額
さ
れ
る
わ
け

で
、
少
な
く
て
も
現
在
の
二
～
三
倍
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費

が
新
た
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
だ
け
の
メ
リ
ッ
ト

が
大
規
模
林
道
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

陸
別
の
町
長
は
、
「問
題

の
あ
る
こ
と
は
感
じ
て
い
る

が
、
で
も
地
域
活
性
化
の
た
あ
に
は
大
規
模
林
道
を
早
く

完
成
し
て
欲
し
い
」
と

コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。
し
か
し
、

町
は
こ
の
道
路
が
財
政
負
担
に
見
合
う
だ
け
の
効
果
が
あ

る
の
か
、

こ
の
道
路
を
利
用
し
て
ど
ん
な
地
域
の
活
性
化

を
は
か
る
の
か
、
具
体
的
な
検
討
は
何

一
つ
検
討
し
て
い

な
い
と
い
う
。
道
路

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
費
は
、

一
年
や
二

年

で
は
終
わ
ら
な
い
、
大
規
模
林
道
が
あ
る
か
ぎ
り
い
つ

ま
で
も
背
負
い
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費
用
で
あ
る
。

番
組
の
な
か
で
、
取
材

に
応
じ
た
林
野
庁
基
盤
整
備
課

の
課
長
は
、
「
全
国
で
道
路
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
と
思
い

ま
す
か
。

一
五
〇
万
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
あ
る
。

い
ま
で
き
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あ
が

っ
て
い
る
大
規
模
林
道
は
九
〇
〇
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
く

ら
い
。
全
国
に
市
町
村
が
管
理
し
て
い
る
市
町
村
道
は

一

一
二
万
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
あ
り
圧
倒
的

に
多

い
。
九
〇
〇

キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
負
担
が
ど
う
の
こ
う
の
い
う

の
は
少
し

お
か
し
く
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
る
。
こ

の
言
葉

に
国
の
ご
ま
か
し
の
論
理
も
、
自
治
体
を
省
み
な

い
傲
慢
な
姿
勢
も
す
べ
て
集
約
さ
れ
て
い
る
。

大
規
模
林
道
の
建
設
に
よ
る
負
担
は
、
関
係
自
治
体
だ

け
で
な
い
。
北
海
道
も
建
設
費
を
含
め
て
多
大
な
負
担
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
く
み
に
な

っ
て
い
る
。

公
団
は
事
業
に
当
た

っ
て
国
の
補
助
金

(事
業
費
の
三

分

の
二
)
と
資
金
運
用
部
資
金

(財
政
投
融
資
)
か
ら
借

入

(二
五
年
元
利
均
等
半
年
賦
に
よ
り
償
還
、
据
え
置
き

期
間
五
年
含
む
)
し
て
事
業
を
実
施
す
る
だ

け
。
完
成
後

は
関
係
自
治
体
に
引
き
渡
し
て
、
借
入
金
は
都
道
府
県
と

受
益
者
が
公
団
に
対
し
負
担
金
、
賦
課
金
と
し
て
返
済

(
二
五
年
元
利
均
等
半
年
賦
に
よ
り
償
還
、
据

え
置
き
期

間
四
年
含
む
)
す
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
る
。
都
道
府
県

の
負
担
金
は

一
〇
～

一
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
る
。
年
利

六

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
高
い
財
政
投
融
資
か
ら
の
借
金
に

道
税
を
使

っ
て
払
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

そ
れ
だ
け
で
な
い
、
こ
の
道
路
が
あ
る
か
ぎ
り
災
害
復

旧
費
も
負
担
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
九
二
年

度
か
ら
九
六
年
度
ま
で
五
年
間
に
負
担
し
た
大
規
模
林
道

や
広
域
基
幹
林
道
の
災
害
復
旧
費
は
、
約
五
億

四
〇
〇
〇

万
円
に
も
な

っ
て
い
る
。
道
民
と
し
て
も
改

あ
て
こ
の
林

道
が
本
当
に
必
要
な
の
か
、
深
い
検
討
が
必
要

で
あ
る
。

.
、
一
世
紀
に
向
け
て
、
賢
い
選
択
が
問
わ
れ
て
い
る
の

だ
。
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編
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道
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会
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ど

森を裂いて工事が密かに進む
(白滝 ・丸瀬布区間)

蒙

人 けのない山奥に、削 られた法面が延々と続 く
(平取 ・えりも線 三石区間)

開通のメ ドが立たないまま維持管理費
だけが消えていく(滝 上区間)
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予定線の先で伐 り払われる森林
(白滝 ・丸瀬布区間)

工事は道路だけでなく河川
にも及ぶ(白 滝区間)

公団自慢の小動物保護?工 事
(白滝 ・丸瀬布区間)

雄柏山に向かって突き進む大規模林道(白 滝側)

何のための大規模林道
ムダな公共事業は一刻も早く止めさせたい

地滑 り地帯、崩:壊はすでに
起 きている(足 寄区間)



北海道山地大規模林道位置図 凡 例

生活環境保全林整備事業

林業地域総合整傭事業

緑のふるさと整傭事業

大 規 槙林 道 計画 線

大規模林道実行済部分

政 令 未 指 定 路 線

公 道 利 用 区 間

〈平成5年7月 現在〉
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北海道山地大規模林道位置図

平 取 ・え り も 線
92.6km

一
凡 例

生活環境保全林整備事業

林業地域総合整備事業

緑のふるさと整備事業

大 規 模林 道計 画線

大規模林道実行済部分

政 令 未 指 定 路 線

公 道 利 用 区 間一
<平 成5年7月 現在>
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